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　文学部附属阿部次郎記念館が所蔵していた阿部次郎（1883-1959）宛未整理書簡類の一部が、新たに目録公開されました。

その差出人には、家族をはじめ、漱石門下や東北帝国大学関係者など、阿部の人生と深く関わった人々が名を連ねています。

　写真の葉書はその一部、上は弟の竹岡勝也（1893-1958）、下は長女の和子（1913-1989）からのものになります。竹岡は、国

学を専門とする歴史学者で、九州帝国大学や東北大学などで教授を歴任した人物です。葉書の中で竹岡は、入学直後の旧制

二高での生活を「非常に愉快」と述べるとともに、阿部が送ってくれた雑誌『白樺』や『朱欒』への感謝をつづっています。

竹岡だけでなく、この頃の弟たちからの書簡には、本や雑誌を送付してくれた阿部への感謝の言葉が散見されます。離れて

生活する兄弟ですが、書籍を通して、阿部の影響があったことがわかります。

　下の葉書の中で和子は、ドイツ語講習への参加、産婆学校への入学を阿部に相談しています。実はこの葉書を送る２年

前、東京女子高等師範学校の学生だった和子は、無産青年同盟女高師連盟への参加を理由に、治安維持法違反で検挙されて

います。左翼思想に共感する和子はその後も検挙を繰り返し、阿部は説諭を試みます。自分の信念に基づいて生きようとす

る娘と人格主義者の父との確執は、阿部家の人間模様を伝える興味深いエピソードのひとつと言えるでしょう。（岡安儀之）

書簡 の中の阿部次郎



　「性能なっとく、使っておトク。リボン不要のワープロ用感熱紙　きれい仕上げ」

　史料館の廊下に置かれた看板の、緑地に白抜きの文字が思わず目に入ってきました。その文字のかたわら

にはほほえむ女性のおおきな写真（おそらくヒロコ・グレースさん）、しかし髪型や服装にいささか時代を

感じます。そう、若い読者の皆さんには、「リボン不要のワープロ用感熱紙」そのものが、よくわからない

かも知れません。私自身もいまはすっかり縁遠くなりましたが、研究の世界に入って間もない1980年代か

ら90年代にはたいそうお世話になりました。

　「これは懐かしい！しかし、なぜこのような宣伝の看板が史料館に・・・？」

　自己紹介が遅くなりましてすみません。私・有光秀行は、2022年4月より、安達宏昭・前館長の後任とし

て、東北大学史料館長に就任いたしました。

　大学院文学研究科・西洋史専攻分野教授、および附属図書館・副館長との兼任となります。2年間どうぞ

よろしくおねがいいたします。

　さて冒頭の話は、着任の挨拶に私が史料館を訪れた、この2022年春のことです。1階の廊下におかれた段

ボール箱の中から、この看板は姿を見せておりました。

　史料館の加藤諭准教授が、さっそくレクチャーをしてくださいます。

　それによると、史料館のある東北大学片平キャンパスには、東北大学生協の公孫樹売店がありました。

1947年建造の木造平屋で、片平の戦後最初期の建築でしたが、店は2013年3月に閉店しました。この2022

年の3 ～ 5月にかけて建物の取り壊し工事がおこなわれることになり、その前に内部を調査して、中に残っ

ていた張り紙などを保存することにしたのだそうです（本『史料館だより』5ページ目に記事があります）。

　そして調査の結果引き上げられたのは、上述の看板に加え、2011年の自動車教習所の教習料金表やら、「新

発売！東北大学ワイン」のチラシやら、「毎週木曜日は○○バーガーの日」と書かれたプレートやら、そして

なぜか大学近くの？そば屋のメニュー表やらでした。一見がらくたの山のごときこれらの品々がなぜレス

キューされねばならないのか。加藤准教授の説明をここにご披露したいと思います。

　「当時の価格やどんなサービスを提供していたのかなどは、10年前でも記録が残りにくいのが実態です。

そのため当時の大学における生活の実態を色濃く反映させる資料として、東北大学史料館で保存しようと

思った次第です。」

史料館長に就任して

東北大学史料館長　　有光　秀行
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　たしかに例えば件の看板は、1980年代以降しばらくの研究環境の一端を示すものでもあります。この

「ワープロ」はPC普及以前のいわゆる「ワープロ専用機」で、手書きと比べ推敲・清書に便利なので急速に

普及しましたが、インクリボンは確かに高かったですね（看板によると、A4で50枚印刷するのにリボン＋

用紙で約1900円、感熱紙なら600円とのこと）。また商品と（少なくとも直接は）関係のない、若い女性の大

きい写真が付されているところからは、当時の宣伝デザインや、あるいはジェンダーの意識をうかがう資料

としても活用可能かも知れません。

　さてこの史料館は、1963年7月発足の「東北大学記念資料室」（来年は60年めの記念年になります）が

2000年に改組されたものです。ですので、前述の品々のような、大学の歴史にかかわる資料の収集・保存・

公開に当たるのが、この史料館のおおきな役割のひとつです。その一方、2011年からは「公文書室」が史料

館内の組織としてあらたに設置され、大学公文書の評価・各部局からの引き継ぎ・整理などにもあたってお

ります（これについても5ページ目の記事をご覧下さい）。

　史料館内のスタッフの作業室を訪れますと、その中には、学内各施設から運び込まれる段ボールがうずた

かく積み上げられています。これも加藤准教授の説明によりますと、公文書の内容・性質によって、作成後

5年・10年・30年と、移管される時期が異なってくるのだそうです。私もいくつかの箱の中を覗かせてもら

いました。懐かしい先生方のお名前がある、私が着任する前の文学部の教授会議事要録もありましたが、綴

じ込まれている報告書が手書きなのには、今見るといささか驚かされもします。また、2011年に発生した

東日本大震災に関連するファイルも、ちょうど10年経過した時点で、いくつもありました。ここ2年ほど私

たちが重ねてきたCOVID-19に関連する対応の記録も、いずれこうして史料館に集約され、そして後世の検

証をうけていくことになるでしょう。一方で、電子化されていく資料への対応は、今後ますますおおきな課

題となっていくことと思われます。

　さてここまで拙文でふれてきたのは、史料館の貴重な資料群のごくごく一例にすぎません。少数精鋭のス

タッフが、現在また後世に利用される方々のため、膨大な資料の整理・保存また公開に日々奮闘努力してお

ります。私もこれから、いっそうこの「宝の山」を知り、また楽しみつつ、その円滑な運営に微力ながら務

めていく所存です。

　この2022年度は、東北大学創立115年、また文系学部が創設され総合大学となってから100年の記念の年

となります。その関係で、史料館が関わる企画展示や、式典・ホームページ特設サイトなどへの貢献も、例

年に比べ多く予定されております。詳細はこの『史料館だより』6ページ、またそのほかの媒体でもご覧い

ただけることと思います。充実した内容にするべく関係者一同鋭意取り組んでおりますので、通常の史料館

展示や資料の利用と合わせ、ぜひ多くのみなさまのご参加またご閲覧をたまわりたく、どうぞよろしくお願

い申し上げます。
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資料の公開について………………………………………………………………

◆特定歴史公文書

　2022年3月31日付で新たに788点の特定歴史公文書の公開を開始しました。今回新たに公開された文書は下記

の通りです。

①学務課文書

　昭和44年度 入学式、入学式の経緯、入学式問題について、各国立大学の入

学式及び卒業式の実施状況について 平成元年、入学式に関する調査綴など。

②情報基盤課文書

　昭和43年から平成13年にかけての人事（任免）関係綴など。

③医学部文書

　平成11年から平成21年にかけての大学院担当関係、平成7年から平成20

年にかけての全国各種会議関係綴など。

④工学部文書

　大正8年から平成4年にかけての教授会議事録、昭和28年から平成5年に

かけての研究科委員会議事録など。

◆個人・団体文書

①山内晋卿資料　1点

　旧制第二高等学校の前身である、第二高等中学校の第2回卒業写真。吉村寅太郎校長以下、発足期の二高を支

えた教授たちや、井上準之助、高山樗牛など同級生が写る。旧蔵者の山内晋卿（1866-1945）は、島根県出身の仏

教学者、漢文学者で、明治26年7月に第二高等中学校の文科を卒業し（総代として答辞を読む）、後に第三高等学

校の教授などを勤めた。

②阿部次郎記念館所蔵書簡（文学研究科寄託）第1次公開分

　文学部附属の阿部次郎記念館に、法文学部を創設期から教授（美学講座）として支えた

阿部次郎（1883-1959）旧蔵の書簡類4,000点強が保存されていたが、これまで未整理であっ

た。昨年度から史料館に寄託し整理作業を開始し、4月に第一次として1200点ほどの目

録を公開した。今後も半年ごとに、追加公開を予定している。

　1960年代に編纂された『阿部次郎全集』（角川書店）には阿部が発信した書簡が収めら

れているが、今回の整理対象の大半は阿部が受け取った書簡で、阿部の活動や交遊圏、

さらには関係者たちの動向を知る上で多くの手がかりを残していることが

期待される。

③前田四郎／工学部史編纂委員会文書　646点

　東北大学工学部長をつとめ、後に学長にもなった前田四郎（1917-99）の文

書と、『東北大学百年史』工学部史編纂委員会の資料が混在する資料群。

入学式関係

工学部教授会議事録関係

阿部次郎漱石宛ハガキ

評議会1967年1月
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史料館のうごき（2022年3月～ 8月）……………………………………………

◇2021年2月と2022年3月発生の地震被害の復旧工事

のため、2階展示室の公開中止（3月7日～ 29日）

　3月16日午後11時36分に福島県沖で発生した震度6強の

地震により、館内の書架から図書や資料が落下、さらに工

事中の館内壁面等に亀裂が入るなどの被害が発生しました。 

◇史料館屋根雪止め設置工事を実施（3月12日～ 19日）

◇公孫樹売店解体に伴う移管作業の実施

　（3月9日・30日、4月25日）

　片平キャンパスに戦後まもなく建築された公孫樹売店

（1947年築）の解体作業開始を前に、店内の撮影および看板

や掲示物などの回収を行いました。

◇安達宏昭館長が退任しました（3月31日）

◇有光秀行館長が着任しました（4月1日）

◇文学研究科に認証アーキビスト養成コースが開設されま

した（4月）

　2022年4月期のコースに合計22名の学生が登録しました。文学研究科だけでなく、情報学研究科の院生

も学んでおり、全学対象のコースになっています。また、加藤准教授担当の「アーカイブズ学研究演習」に

ゲストスピーカーとして、曽根原助教、大原助教、岡安学術研究員が参加しました。

◇独立行政法人国立公文書館が主催する公文書管理研修Ⅱで、加藤准教授が「公文書管理特論」を担当しま

した（6月16日）

◇2022年度の法人文書の受入・評価（6月28日～ 8月1日）

　2021年度末に保存期間を満了した法人文書の中から本学の「特定歴史公文書」として592点（予定外の追

加移管を含む）の法人文書を当館公文書室に受け入れました。あわせて、2022年度末に保存期間を満了する

予定の文書の評価を行い、移管予定となる文書を555点選定しました。引継を完了した文書については、今

後、内容などに関する点検調査を行ったのち公開する予定です。

◇魯迅の階段教室で、『魯迅手稿全集』の贈呈式が実施されました（7月26日）

　新潟中国総領事から東北大学に『魯迅手稿全集』が送られ、史料館で所蔵することになりました。

地震被害

公孫樹売店
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◇阿部次郎記念館新規資料及び法文学部開設関係資料公開展示「阿部次郎と法文学部」
期　間：2022年9月29日（木）～12月23日（金）
会　場：東北大学史料館2階展示室
内　容：新たに公開された阿部次郎宛の書簡等の展示、東北大学法文学部開設に関わる資料の展示

◇認証アーキビスト養成コース開設記念シンポジウム
日　時：2022年12月3日（土）　13：00 ～ 17：00（予定）
　　　　※同日午前は東北大学史料館での展示会のギャラリートーク
会　場：東北大学さくらホール
　　　　※対面とオンラインのハイブリッド方式で開催。
内　容：基調講演　高埜利彦氏（学習院大学名誉教授）（予定）
　　　　パネルディスカッション
　　　　　　　　　「アーキビスト認証制度の教育プログラムの現状と展望」（予定）

◇阿部次郎記念館新規資料公開記念シンポジウム 「阿部次郎研究の新地平」
日　時：2022年10月15日（土）　10：00 ～ 12：00
会　場：東北大学さくらホール
　　　　※対面とオンラインのハイブリッド方式で開催。
内　容：報告　小嶋翔氏（吉野作造記念館）
　　　　「戦時下・晩年の能楽研究─1943年東北帝大能楽公演に寄せて」
　　　　杉本欣久氏（文学研究科）「『徳川時代の芸術と社会』と古書画蒐集」
　　　　コメント　田中佑介氏（明治学院大学）　曽根原理氏（東北大学史料館）

◇文学部考古学研究室・埋蔵文化財調査室所蔵考古資料コレクション展示
「東北考古学の礎（いしずえ）―東北大学奥州史料調査部から現在へ―」

期　　間：2022年9月1日（木）～12月23日（金）
開催時間：平　日　10：00 ～ 17：00
　　　　　土日祝　10月1日（土）～ 12月4日（日）　10：00 ～ 16：30
会　　場：東北大学史料館２階展示室

　この展示では、東北大学創立115周年、文学部創立100周年を記念して、
その草創期に活躍した奥羽史料調査部（1925年設置）の喜田貞吉のコレク
ションを中心に展示します。とくに先史時代に関する考古資料や当時の様子
を伝えるガラス乾板に記録された古写真を公開します。その上で、現在の考
古学研究室や埋蔵文化財調査室の研究活動の様子を伝え、東北大学草創期よ
り続く研究の伝統について紹介します。
　また、2021年度に宮城県村田町教育委員会と文化財の研究と活用に関する
連携協定を締結し、村田町や住民を含めた地域と共に発掘調査等の活動を実
施しています。その活動の中で行っている最新の科学的な研究や発掘調査の
成果を踏まえ、現在の研究の最前線を紹介します。
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